担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
Q 回答者の続柄

統計量(a)

Q 回答者の続柄 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q 回答者の続柄(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	母
	6
	85.7
	85.7
	85.7

	 
	祖父母・親戚
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image1.emf]14.29%

85.71%

祖父母・親戚

母

Q 回答者の続柄

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q1(1) 性別

統計量(a)

Q1(1) 性別 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q1(1) 性別(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	男性
	4
	57.1
	57.1
	57.1

	 
	女性
	3
	42.9
	42.9
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image2.emf]42.86%

57.14%

女性

男性

Q1(1) 性別

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q1(2) 本人の年齢（階級）

統計量(a)

Q1(2) 本人の年齢（階級） 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q1(2) 本人の年齢（階級）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	10歳代
	4
	57.1
	57.1
	57.1

	 
	20歳代
	2
	28.6
	28.6
	85.7

	 
	30歳代
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image3.emf]14.29%

28.57%
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Q1(2) 本人の年齢（階級）

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q1(2) 本人の年代（学校基準）

統計量(a)

Q1(2) 本人の年代（学校基準） 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q1(2) 本人の年代（学校基準）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	6-15歳（小中学生相当）
	2
	28.6
	28.6
	28.6

	 
	16-18歳（高校性相当）
	2
	28.6
	28.6
	57.1

	 
	20歳代+19歳
	2
	28.6
	28.6
	85.7

	 
	30歳代
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 



a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image4.emf]14.29%
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Q1(2) 本人の年代（学校基準）

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q2(1) 身体障害手帳の有無

統計量(a)

Q2(1) 身体障害手帳の有無 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q2(1) 身体障害手帳の有無(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	所持
	7
	100.0
	100.0
	100.0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image5.emf]100.0%

所持

Q2(1) 身体障害手帳の有無

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q2(2) 身障手帳（種）

統計量(a)

Q2(2) 身障手帳（種） 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q2(2) 身障手帳（種）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	1種
	7
	100.0
	100.0
	100.0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image6.emf]100.0%

1種

Q2(2) 身障手帳（種）

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q2(3) 身障手帳（級）

統計量(a)

Q2(3) 身障手帳（級） 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q2(3) 身障手帳（級）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	1級
	6
	85.7
	85.7
	85.7

	 
	2級
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image7.emf]14.29%

85.71%

2級

1級

Q2(3) 身障手帳（級）

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q3(1) 療育手帳の有無

統計量(a)

Q3(1) 療育手帳の有無 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q3(1) 療育手帳の有無(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	所持
	7
	100.0
	100.0
	100.0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image8.emf]100.0%

所持

Q3(1) 療育手帳の有無

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q3(2) 療育手帳の判定

統計量(a)

Q3(2) 療育手帳の判定 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q3(2) 療育手帳の判定(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	A
	7
	100.0
	100.0
	100.0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image9.emf]100.0%

A

Q3(2) 療育手帳の判定

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q4 移動の状況

統計量(a)

Q4 移動の状況 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q4 移動の状況(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	寝たきり
	4
	57.1
	57.1
	57.1

	 
	寝返り可
	1
	14.3
	14.3
	71.4

	 
	這う、座ったまま進む
	1
	14.3
	14.3
	85.7

	 
	歩行可（介助有りも含む）
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image10.emf]14.29%
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歩行可（介助有りも

含む）

這う、座ったまま進

む

寝返り可

寝たきり

Q4 移動の状況

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q5 主な外出時移動手段

統計量(a)

Q5 主な外出時移動手段 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q5 主な外出時移動手段(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	バギー
	1
	14.3
	14.3
	14.3

	 
	車いす（本人操作不可）
	4
	57.1
	57.1
	71.4

	 
	車いす（本人操作可）
	1
	14.3
	14.3
	85.7

	 
	歩行（含補装具・介助有）
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image11.emf]14.29%
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Q5 主な外出時移動手段

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q6 コミュニケーション

統計量(a)

Q6 コミュニケーション 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q6 コミュニケーション(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	単語で意思表示
	1
	14.3
	14.3
	14.3

	 
	よく知っている人ならわかる表出
	2
	28.6
	28.6
	42.9

	 
	まったく（ほとんど）不可
	3
	42.9
	42.9
	85.7

	 
	無回答
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image12.emf]14.29%
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Q6 コミュニケーション

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q7 家庭での医療的処置数

統計量(a)

Q7 家庭での医療的処置数 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q7 家庭での医療的処置数(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	0
	2
	28.6
	28.6
	28.6

	 
	1
	1
	14.3
	14.3
	42.9

	 
	2
	1
	14.3
	14.3
	57.1

	 
	3
	1
	14.3
	14.3
	71.4

	 
	5
	1
	14.3
	14.3
	85.7

	 
	8
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
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Q7 家庭での医療的処置数

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q7　家庭での医療的処置（複数回答）


Q7　家庭での医療的処置（複数回答）(a)

	 
	人数
	割合（％）

	Q7 家庭での医療的処置
	吸引（気道）
	3
	42.9%

	 
	吸入
	1
	14.3%

	 
	気管切開の手当
	2
	28.6%

	 
	在宅酸素
	0
	.0%

	 
	人工呼吸器管理
	0
	.0%

	 
	導尿
	1
	14.3%

	 
	とこずれ（褥瘡）の手当
	0
	.0%

	 
	排便管理
	1
	14.3%

	 
	てんかん発作時の対応
	2
	28.6%

	 
	定期薬の服用
	5
	71.4%

	 
	経管栄養（種別不問）
	2
	28.6%

	 
	定期的な体位変換
	2
	28.6%

	 
	その他
	0
	.0%

	 
	無回答
	0
	.0%


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
 Q7 家庭での医療的処置（経管栄養）

統計量(a)

Q7 家庭での医療的処置（経管栄養） 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q7 家庭での医療的処置（経管栄養）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	なし
	5
	71.4
	71.4
	71.4

	 
	あり（胃ろう）
	2
	28.6
	28.6
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image14.emf]28.57%
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あり（胃ろう）
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Q7 家庭での医療的処置（経管栄養）

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q8(1)　聴力検査の経験

統計量(a)

Q8(1)　聴力検査の経験 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q8(1)　聴力検査の経験(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	ある
	1
	14.3
	14.3
	14.3

	 
	ない
	5
	71.4
	71.4
	85.7

	 
	わからない
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image15.emf]14.29%

71.43%

14.29%

わからない

ない

ある

Q8(1)　聴力検査の経験

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


 Q8(2)　聴力検査の結果

統計量(a)

Q8(2)　聴力検査の結果 

	度数
	有効
	1

	 
	欠損値
	6


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q8(2)　聴力検査の結果(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	異常なし
	1
	14.3
	100.0
	100.0

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	6
	85.7
	 
	 

	合計
	7
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image16.emf]100.0%

異常なし

Q8(2)　聴力検査の結果

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q9(1)　視力検査の経験

統計量(a)

Q9(1)　視力検査の経験 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q9(1)　視力検査の経験(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	ある
	3
	42.9
	42.9
	42.9

	 
	ない
	4
	57.1
	57.1
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image17.emf]57.14%
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Q9(1)　視力検査の経験

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q9(2)　視力検査の結果

統計量(a)

Q9(2)　視力検査の結果 

	度数
	有効
	3

	 
	欠損値
	4


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q9(2)　視力検査の結果(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	異常なし
	2
	28.6
	66.7
	66.7

	 
	検査できなかった
	1
	14.3
	33.3
	100.0

	 
	合計
	3
	42.9
	100.0
	 

	欠損値
	ｼｽﾃﾑ欠損値
	4
	57.1
	 
	 

	合計
	7
	100.0
	 
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
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Q9(2)　視力検査の結果

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
Q1 主な介護者（1番目）

統計量(a)

Q1 主な介護者（1番目） 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q1 主な介護者（1番目）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	母
	6
	85.7
	85.7
	85.7

	 
	祖父母・親戚
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
[image: image19.emf]14.29%
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Q1 主な介護者（1番目）

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q2 主介護者（1番目）の年齢（階級2）

統計量(a)

Q2 主介護者（1番目）の年齢（階級2） 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q2 主介護者（1番目）の年齢（階級2）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	40歳代
	4
	57.1
	57.1
	57.1

	 
	50歳代
	1
	14.3
	14.3
	71.4

	 
	60歳代
	2
	28.6
	28.6
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
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Q2 主介護者（1番目）の年齢（階級2）

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q1 主な介護者（2番目）

統計量(a)

Q1 主な介護者（2番目） 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q1 主な介護者（2番目）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	空欄
	1
	14.3
	14.3
	14.3

	 
	父
	4
	57.1
	57.1
	71.4

	 
	祖父母・親戚
	2
	28.6
	28.6
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
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Q1 主な介護者（2番目）

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q1 主な介護者（3番目）

統計量(a)

Q1 主な介護者（3番目） 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q1 主な介護者（3番目）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	空欄
	3
	42.9
	42.9
	42.9

	 
	父
	1
	14.3
	14.3
	57.1

	 
	兄弟姉妹
	1
	14.3
	14.3
	71.4

	 
	祖父母・親戚
	1
	14.3
	14.3
	85.7

	 
	ホームヘルパー
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
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Q1 主な介護者（3番目）

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q4 主介護者の介護不能時の対応（1番目）

統計量(a)

Q4 主介護者の介護不能時の対応（1番目） 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q4 主介護者の介護不能時の対応（1番目）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	他の家族が介護
	6
	85.7
	85.7
	85.7

	 
	ショートステイを利用
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
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Q4 主介護者の介護不能時の対応（1番目）

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q4 主介護者の介護不能時の対応（2番目）

統計量(a)

Q4 主介護者の介護不能時の対応（2番目） 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q4 主介護者の介護不能時の対応（2番目）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	空欄
	5
	71.4
	71.4
	71.4

	 
	ショートステイを利用
	1
	14.3
	14.3
	85.7

	 
	病院に入院
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
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Q4 主介護者の介護不能時の対応（2番目）

担当児童（障害者）センター: 新城設楽


Q4 主介護者の介護不能時の対応（3番目）

統計量(a)

Q4 主介護者の介護不能時の対応（3番目） 

	度数
	有効
	7

	 
	欠損値
	0


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽

Q4 主介護者の介護不能時の対応（3番目）(a)

	 
	人数
	ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ
	累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

	有効
	空欄
	5
	71.4
	71.4
	71.4

	 
	親戚が介護
	1
	14.3
	14.3
	85.7

	 
	ショートステイを利用
	1
	14.3
	14.3
	100.0

	 
	合計
	7
	100.0
	100.0
	 


a  担当児童（・障害者）センター = 新城設楽
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Q4 主介護者の介護不能時の対応（3番目）

担当児童（障害者）センター: 新城設楽
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